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雪氷災害の軽減に向けた観測・予測技術に関する研究開発

日本海寒帯気団収束帯等に起因して、頻発・激甚化する雪氷災害に対するレジリエンスを向上させるた
め、様々な先進技術を活用し雪氷災害危険度把握の精度・リアルタイム性の向上と広域展開を図る。
また時々刻々と変化する雪氷災害とその対応のために必要とされる予測情報を最適な時空間分解能と
精度で提供する手法の開発にも取り組む。

現状把握技術と予測技術を融合することで、様々な雪氷災害の種別・結果事象に対応可能な総合的
雪氷災害ハザード・リスク評価技術を確立するとともに、これまで考慮されていなかった社会的脆弱性の
影響を統合することで具体的な施策の根拠となるハザード・リスク情報を創出する技術開発を行う。

 ステークホルダーと共創しながら、生成される情報プロダクツを活用した効果的・効率的な雪氷災害対応
手法の体系化・標準化を目指す。

総合的雪氷災害
ハザード・リスク
情報の創出

具体的な雪氷災害対策の根
拠となる、観測・予測情報
に社会的脆弱性による影響
を加えて統合したハザー
ド・リスク情報

高度な連動

センシングとシミュレーションの融合による
総合的雪氷災害リスク情報の創出研究

雪氷災害情報の活用方法と
対策手法の標準化に関する研究

効果的・効率的な
雪氷災害対応手法の
体系化・標準化

ステークホルダーと協働

雪氷災害に対する
レジリエンス向上
冬季における

安全・快適な生活

気候変動適応
研究の
実装フィードバック

情報利活用

環境、技術、人口など
社会の変化によって
産まれる課題

新たに求められる雪氷災害
に対するレジリエンス研究

情報配信の試験運用
配信

フィードバック

マルチスケール雪氷
災害予測技術の開発
異なった予測時間スケール、
空間分解能、災害、対象物等
に対しモデルをシームレスに
結合して予測する手法の開発

リアルタイム雪氷災害
危度把握技術の開発
いつ，どれくらい，どの範囲
でどの類の雪氷災害リスクが
高まっているかを迅速に把握
する技術の構築

フィードバック

フィードバック

観測・予測技術の高度化による雪氷災害レジリエンス向上研究 社会

フィード
バック
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